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リレーショナルデータベース管理システム"RDBl”
RelationalDatabase ManagementSYStem"RDBl”

リレーショナルデータベースは,その使いやすさ,柔軟性から,最近のユーザー

ニーズに合致したデータベースとして急速に需要が高まっている｡日立製作所は今

回このユーザーニーズにこたえて,リレーショナルデータベース管理システム"RDBl''

を開発した｡

RDBlは,リレーショナルデータベースの考えそのものがもつ長所を製品として

実現し,更にエンドユーザーにも比較的簡単に使える体系化されたコマンド言語を

提供している｡これにより,エンドユーザーが直接データベースを答易に作成,操

作できるようになり,データベース管理者の負担を軽減するとともに,多様で変化

するユーザーニーズに柔軟に対応できるデータベース管理システムとなっている｡

l】 緒 言

RDBl(RelationalDatabase Managerl)は,1970年にE.

F.Coddが論文1)で発表したリレーショナルデータモデルの考

えに基づくデータベースを管理する本格的なリ レーショナル

DI∋MS(データベース管理システム)である2)｡RDBlでは,デ

ータベースは表の集まりと考えることができ,データベース

に対する操作は表に対する操作として表現できる｡リレーシ

ョナルデータベースのもつ理解しやすさ,使いやすさ,柔軟

性から,RDBlは多様で変化するユーザーニーズに柔軟に対

応できるDBMSになっている｡

本論文では,まずRDBl開発の背景と製品の特長を述べた

あと,製品仕様の概略について説明する｡そして,エンドユ

ーザーから見た場合の使いやすさについて例を用いて説明す

るとともに,データベース管理者の負担の少なさについて述

べる｡

臣I RDBl開発の背景と製品の特長

今までの階層構造やネットワーク構造を扱う構造形データ

ベースでは,ユーザーはデータの物理的な配置や関連を事前

に定義し,利用する場合にもこれらを意識する必要があった｡

これが,エンドユーザーによるデータベースの作成やデータの

自由な利用という点で大きな阻害要因となり,データベースや

プログラムの作成をEDP(Electronic Data Processing)部門

の人に頼らぎるを得ない結果となっていた｡

しかも,EDP部門では,コンピュータ適用業務の拡大に伴

って開発待ちの業務が増加していた｡その解決手段として生

産性が高く,突発的な業務にも簡単に対処でき,しかもエン

ドユーザーにも直接扱えるデータベースが強く望まれるよう

になってきた｡

データマネジメントシステムRDBlは,このようなユーザ

ーニーズを満たすDBMS製品として開発され,VOS3(Virtual-
storage Operating System3)及びVOSl/ES(Virtual･StOr･

age Operating Systeml/Extended System)システムの下で

稼動する3),4)｡その特長を次に述べる｡

(1)リレーショナルデータベースのサポート

RDBlのデータベースは,リレーショナルデータモテリレに

基づくデータベースである｡データ構造の基本は,テーブル
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と呼ばれる表形式の構造であり,データ操作は表の操作であ

る｡ユーザーはデータの物理構造を意識する必要はなく,デ

ータだけを意識して自由に操作できる｡

(2)体系化されたデータベース言吉吾EQL

RDBlではデータの定義から検索,更新･制御までデータ

ベースに関するすべての操作をエンドユーザーにも簡単に使

えるコマンド言語EQL(Extended Query Language)として一

つに体系化してサポートしてし､る｡EQLコマンドを端末から

使用して種々のデータベース処理を簡単に行なうことができる｡

(3)容易なデータベース構築

表形式のデータ構造の採用により,データベース設計は簡

単である｡データベースの定義もテーブルとそのデータ項目

だけでよく,物理構造の定義は不要なため,エンドユーザー

にも定義できる｡また,テーブルの追加,削除,拡張もデー

タベースを作r)直さずにシステム稼動中に行なえ,段階的な

データベースの構築が可能となる｡

(4)容易なシステム運用

RDBlではエンドユーザーがデータベースを直接作成した

り,更新したりすることを許している｡このため,DBMSと

して必要な排他制御,障害回復機能及び＼ユーティリティに加

えてきめの細かい機密保護機能及びデータディクショナリ機

能を備えて,システム運用の負担を軽減している｡

田 データベースの構成

3.1ユーザーから見たデータ構造

(1)テーブル

RDBlのデータベースは,データモテリレとしてリ レーショ

ナルモデルを採用しており,ユーザーデータはすべて表形式

で表現される｡この表形式をテーブルと呼ぶ｡テーブルは,複

数の欄と行で構成される｡テーブルの例を固1に示す｡ユー

ザーはEQLコマンドを使って,このテーブルを構成する行全

体に対して一括操作ができる｡

(2)インデックス

テーブル操作時に特定の行を速く検索するために,インデ

ックスを作成することができる｡1個のインデックスはイン

デックスの付けられた欄の値をキーとするB-treeと呼ばれる
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木構造のデータ構造であり,任意のキー値に対して均等なア

クセス速度を与える｡ユーザーは必要に応じて1個のテーブ

ルに複数個のインデックスを作成できる｡インデックスはテ

ーブル更新時にRDBlが自動的に更新し,常に最新の状態に
保持される｡

(3)データベース領域

RDBlデータベースのテーブルは,データベース内の論理

的な格納領域であるデータベース領域に格納して管理する｡

ユーザーのテーブルを格納するデータベース領域には用途別

に次の2種がある｡

(a)公用データベース領域

複数ユーザーが共用するテーブルを作成する領域である｡

(b)私用データベース領j或

そのデータベース領域の所有者だけがテーブルを作成す

る領域である｡ユーザーは私用データベース領域にテーブ

ルを作成することによって,そのユーザー専用のテーブル

とすることができる｡

(4)ディクショナリテーブル

RDBlでは,ユーザーが定義したテーブル,インデックス,

データベース領域,機密保護などの情報をデータベース管理

情報として一括管理している｡この情報はディクショナリテ

ーブルと呼ばれるシステムのテーブルに保持している｡ユー

ザーの定義内容に変更が生じた場合,RDBlが自動的にディ

クショナリテーブルの内容を更新する｡ユーザーは一般のテ

ーブルと全く同様にEQLコマンドを使ってディクショナリテ

ーブルの情報を利用することができ,データベースの最新の

状態を簡単に知ることができる｡

3.2 データベースの物理構造

(1)データベースの構成

データベースは物理的にはディレクトリ,?グ及びストー

レジプールの3要素で構成される｡図2にデータベースの構

成を示す｡

(a)ディ レクトリ

ストーレジプールの領域管理,ストーレジプールの論理

構造と物理構造の管理など,ストーレジプールの管理情報

を格納している｡1個のVSAM(VirtualStorage Access

Method)データセットである｡

(b) ログ

データベースの更新情報やユーザーのデータベース処理

の開始,終了情報などを蓄積する｡これらの情報は,デー

タベースの障害回復時に使用する｡ログは2個のVSAMデ

ータセットから構成され,一方のデータセットを使い切る

ともうー方のデータセットを使うという形で交互に使用する｡

(C) ストーレジ70-ル
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注:略語説明 VSAM(VirtualStorage Aocess Method)

図2 データベースの構成 RDBlのデータベースは,ディレクトリ,

ログ及びストーレジプールから構成される｡

テーブル,インデックス,ディクショナリを格納する

VSAMデータセット群である｡1偶のストーレジプールは,

1個以上のVSAMデータセットから構成される｡ストーレ

ジプールを構成するVSAMデータセットをストーレジェク

ステントと呼ぶ｡ストーレジプrルは複数個定義できる｡

(2)ストーレジ78-ルの構造

ストーレジプールは,テーブル,インデックス及びディク

ショナリを格納する領域であr),一般ユーザー側から見た論

理構造とデータベース管理者側から見た物理構造の二重構造

になっている｡図3にストtレジプールの構造を示す｡

(a)ストーレジプールの物理構造

1個のストーレジプールは,1個以上のストーレジェク

ステントから構成される｡ストーレジェクステントは4,096

バイトの大きさのフレームと呼ばれるブロックに分割され

て管理されている｡このフレームはVSAMのCI(コントロ

ールインタパル)に対応しており,データセットに対する入
出力の単位となっている｡

(b)ストーレジプールの論理構造

RDBlデータベースのユーザーから見ると,ストーレジ

プールは1個以上のデータベース領域から構成される｡デ

ータベース領域は1個の連続した仮想空間(VSAMデータ

セットという物理的な入れ物と独立した領1或)である｡

1個のストーレジプールが複数個のストーレジェクステ

ントから構成されていても,データベース領j成上ではスト
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物理構造 論理構造

図3 ストーレジプールの構造 ストーレジプールは,一般ユーザー

から見た論王里構造とデータベース管王里着から見た物理構造の二重構造をとって

いる｡

ーレジェクステントのJ菟界を意識する必要がない｡

データベース領域は4,096バイトの大きさのページと呼ば

れるブロックに分割されて管理されている｡ページにデー

タが格納されるときにストーレジェクステントの一つのフ

レームが割り当てられる｡

(C)ストーレジプールの論理構造と物理構造の対応付け

ストーレジプールの論理構造と物理構造の管理及びその

対応付けはディ レクトリで行なう｡図4にストーレジプー

ルの論理構造,物理構造とそれを管理するディレクトリの

構造例を示す｡1個のストーレジプールに対応して1個の

ストーレジプール管理レコードが存在し,そのストーレジ

プールを構成するストーレジェクステント及びデータベー

ス領域のそれぞれの管理レコードをポイントしている｡デ

ータベース領土或管理レコードの下には,そのデータベース

領域に含まれているページとフレームの対応付けを行なう

ページ･フレーム変換マップがある｡ストーレジプールエ

クステント管理レコードの下には,そのエクステントに含

まれるフレームがページに割り当てられているか否かを示

ディレクトリ
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す管理レコードがある｡

データベース領域のあるページにアクセスする場合,デ

ィ レクトリのページ･フレーム変換マップを見て,そのペ

ージに対応するフレームのデータセット上での位置を求め

て,そのフレームにアクセスする｡図5にページとフレー

ムの対応付けの様子を示す｡

テーブルに行を追加してデータベース領域の新しいペー

ジが必要になった場合,ディ レクトリのフレーム割当て状

況管理レコードを見て,使用されていないフレームをその

ページに割り当て,その対応関係をページ･フレーム交換

マップに登録する｡

このようなページ･フレーム管理方式を採用することに

よって,テーブルの行の削除などでページに割り当てられ

ないフレームが生じても,別のページのフレームとして割

り当てることができ,ストーレジェクステントの有効利用
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図5 ページとフレームの対応付け ディレクトリのページ･フレー

ム変換マップがページとフレームの対応付けを行なっている｡
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図4 ストーレジプールの

構造とディレクトリの構造

ストーレジプールの論理構造と

物理構造は,ディレクトリ中の

管理レコードの構造で表現され

ている｡
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を【表っている｡

以上述べてきたように,ストーレジプール構造は,論理構

造と物理構造の二重構造を採用している｡これによって,一

寸投ユーザーがデータベースの物理的な構造を意識する必要が

なくなるとともに,物理構造と独立にデータベース領域を追

加できるようになっている｡更に,データベース管理者から

見ると,データベースの論理構造とは独立して物理領域(スト

ーレジェクステント)の追加ができるよになっており,データ

ベースの領域不足に対しても簡単に対応できる構造になって

いる｡

【】 EQL言語

RD】〕1では,データの定義,操作,制御,権限の認可,取

消しまで,データベースに関するすべての操作を,エンドユ

ーザーにも簡単に使えるコマンド言語として一つに体系化し

ている｡このコマンド言語をEQL言語と呼ぶ｡

EQL言語は二大に述べるような特長をもっている｡

(1)エンドユーザーにも簡単に使えるコマンド言語である｡

(2)高水準で非手続き形の言語である｡EQLコマンドでは,

テーブル全体に対する一括操作が可能であり,ユーザーは結

果として何を行ないたいかだけを指定すればよい｡

(3)完全なデータベース言語である｡EQL言語は,データベ

ースの処理に必要なすべての機能を包含してし､る｡

(4)端末から利用できるコマンド言語である｡EQLコマンド

は端末から対話形コマンドとして簡単に使用できるので,プ

ログラムを作成せずに即座に必要なデータベース処理を行な

える｡

表1にEQL言語を構成するコマンドの一覧を示す｡

4.1定義系コマンド

ユーザーは,定義系コマンドを端末から使用して,データ

ベース領域を確保して,そこにテーブルを定義することがで

きる｡図6に,DBSPlという名前の公用データベース領域

を確保し,そこに図1のテーブルを定義する例を示す｡INT-

EGER,SMALLINT,VARCHAR,DECIMALはテーブル

の欄のデータタイフロを示している｡表2にRD】〕1で扱えるデ

ータタイ70を示す｡

表I EQLコマンド データベーース処理に必要な機能を包含したコマン

ドであり,エンドユーザーにも簡単に使用できる｡

分三頃 コ マ ン ド 機 能

定義系

ACOし‖RE DBSPACE データベース領1或の確保

DROP DBSPACE データベース領】或の解放

CREATE TABLE テーブルの定義

DROP TABJE テーブルの削除

AJTER TABLE テーブルの拡張

CREATEINDEX インデックスの作成

DROPINDEX インデックスの削除

COMMENT 注釈の付加

操作系

SEJECT データの検索

tNSERT データの追加

UPDATE データの更新

DELETE データの削除

制御系
COMMIT WORK データ変更の書込みの手旨示

ROJJBACK WORK データ変更:の取消Lの指示

認可系
GRANT 権限の認可

REVOKE 権限の取消L

40

ACQUIRE PUBJIC DBSPACE

NAMED DBSPI

CREATE TABJE EMP

(EMPNOINTEGER,

ENAME VARCHAR=5),

DEPT SMAJLINT,

SAL D∈CIMAL(8,0))

1N DBSPl

図6 データベース領域の確保,テーブルの定義 公用データベー

ス領土或DBSPlを確保し図lの社員(EMP)テーブルを定義する｡

表2 RDBlで扱えるデータタイプ RDBlでは4種類の数値データ

と2種類の文字データが扱える｡

形 式 データタイプ 内 容

数値

テ`一夕

lNTEGER 整数(4バイトの2造形式)

SMALJINT 整数(2バイトの2造形式)

DECIMAL(m,∩) 固定小数点数(パック柑造形式)

FJOAT 倍精度浮動小数点数

文字

データ

CHAR(∩) 固定長文字列

VARCHAR(∩) 可変長文字列

ALTER TABLE EMP

ADD ADDRESS VARCHAR(60)

図7 テーブルへの欄の追加 図lの社員(EMP)テーブルに住所

(ADDRESS)欄を追加する｡

テーブルへの欄の追加も定義系コマンドを使って簡単に行

なえる｡その例を図7に示す｡

RDI∋1の定義系コマンドの特長は,データベースの再作成

を行なわずにシステム稼動中に実行できることである｡

4.2 操作系コマンド

データの検索,追加,更新,削除を行なう操作系コマンド

の特長は,ユーザーがデータベースの物理的な構造やデータ

の取出し手順(アクセスパス)を意識する必要がないことと,

テーブル全体(行の集合)に対して一括して処理が行なえるこ

とである｡例えば,データ検索を行なうSELECTコマンドで

は,ユーザーは得たいデータをどのテーブルからどのような

条件で取り出すかだけを指定すればよい｡そうすれば,RDBl

自身が最適な手順を決めてデータの取り出しを行なう｡

SELECTコマンドでは,複数の条件を組み合わせた検索や

複数のテーブルを使った検索などを自由に行なうことができ,

強力な検索機能をもっている｡SELECTコマンドの例を図8

に示す｡

4.3 制御系コマンド

RDI∋1はデータベースの処理単位としてDBプロセスとい

う概念をもっている｡DBプロセスとは,ユーザーにとって一
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SEJECT EMPNO,ENAME,SAL

FROM EMP

WHERE SAL>=200000

図8 データの検索 sE+ECTコマンドを使って,図lの社員(EMP)テ

ーブルから給料が20万円以上の社員の社員番号,氏名,給料を求める｡

GRANT UPDATE ON EMP

TO USERI

REVOKE UPDATE ON EMP

FROM USERl

図9 アクセス権限の認可,取消し 図lの社員(EMP)テーブルに対

する更新(UPDATE)権限をユーザーUSERlに認可し,ユーザーUSER2から

取り消す｡

つの処理単位とみなす必要のある一連のEQLコマンド群であ

り,データベース更新の単位でもある｡ユーザーはCOMMIT

WORK,ROLLBACK WORKコマンドを使ってDIヨプロセス

で行なったデータベース更新を有効にしたり無効にしたりで

きる｡

4.4 認可系コマンド

RDI〕1では,ユーザー権限のクラス分･けによるデータベー

ス操作の限定とテーブルに対するきめの細かいアクセス権限

の設定により,データベースの機密保護機能を実現している｡

ユーザー権限,アクセス権限の認可及び取消しは,認可系

コマンドを使って端末から即座に行なうことができる｡図9

にGRANT,REVOKEコマンドの例を示す｡

白 エンドユーザーインタフェース

RDBlでは,エンドユーザーインタフェースと呼ぶ端末ユ

ーザーのためのインタフェースを提供している｡ユーザーは

端末からエンドユーザーインタフェースを起動し,EQLコマ

ンドを使って,RDBlデータベースをアクセスすることがで

きる｡エンドユーザーインタフェースの起動から終了までを

EQLセッションと呼ぶ｡EQLセッションの開始から終了まで

の手順を図10に示す｡

エンドユーザーインタフェースでは,端末操作を簡単にす

るために次の機能をもっている｡

(1)複数データの挿入

データの挿入はINSERTコマンドを使うが,TSS(Time

Sharing Syste皿)端末から何件かのデータを挿入する場合は,

INPUTコマンドを使用するとデータだけを繰り返し入力すれ

ばよい(図川の⑧-⑲参照)｡

(2)コマンドの再実行

エンドユーザーインタフェースでは,最新のEQLコマンド

を保持しているため,連続して同じコマンドを実行したい場

合,STARTコマンドを使って再実行することができる(図10

の⑫～⑭参照)｡
(3)コマンドの実行保留

コマンドの内容を一部変更しながら使用する場合,変更部

‡
◎
○
◎

EO+
･③

ENTER USERID:⊂===コ⑤
ENTER PASSWORD:[:二===]
EQJ SESS10N STARTED.

AUTOCOMMITIS ON.

0 EOL

⑧lNPUT EMP(EMPNO,ENAM亡

DEPT,SA+)

⑨i琴
⑯END

◎EQ+

(垣SELECT
EMPNO

701413

723850

トウキ]ウタロウ.100,250000

トツカジロウ,200,200000

EMPNO,ENAME,SAJ

ENAME

トウキョウ タロウ

トツカ ジロウ

⑳ EOL

I耳START
EMPNO ENAME

701413トウキョウ タロウ

723850トツカ ジロウ

◎
⑲
◎
⑯

FROM EMP

SAL

250000

200000

SAL

250000

200000

EOL

HOLD SELECT&01,&02FROM EMP

EOL

START(ENAME,EMPNO)

ENAME

トウキョウ タロウ

トツカ ジロウ

EMPNO

701413

723850

⑲STORE CATl

◎ EO+

⑪START CATl(ENAME,SA+)

ENAME
sA+

トウキョウ タロウ 2500(氾

トツカ ジロウ 200000

⑳EOL

㊧SEJECT NAME FROM EMP

㊧CHANGE/NAME/ENAME/

⑳EO+

㊧START

ENAME

トウキョウ タロウ

トツカジロウ

⑳ EQ+

㊧EXIT

⑳EQJSESS10N NORMAJJY ENDED.

･EOLセッション起動

-ユーザー識別名応答

-パスワード応答

複数データを入力するテープル

と欄の名前を指定する｡

欄に対応Lて,データを入力する｡

INPUTコマンドを終了する｡

再度⑭のSEJECTコマンドを
実行する｡

SELECTコマンドを保留する｡

保留したSELECTコマンドを

ENAME,ENOの順に表示する｡

保留した⑲のコマンドをCATl

で登妄量する｡

登録LたCATlを実行する｡

欄名NAMEは定義されていない

ためエラーとなる｡

定義LたENAMEに変更する｡

変更したコマンドの実行

EO+セッションの終了

図10 EQLセッションの利用手順 EO+セッションの中で,エンドユ

ーザーインタフェースが提供するコマンドも利用できる｡図の中で(軌まユーザ

ーが入力する部分であり,◎はエンドユーザーインタフェースが出力する部分
である｡

分を可変記号を使って定義し,HOLDコマンドでそのコマン

ドの実行を保留しておくことができる｡実行する場合,START

コマンドに可変記号の内容を指定するだけで済み,何度もコ

マンド全体を入力する必要はない｡

(4)コマンドのカタログ機能

一つのEQLコマンドを登録するストアドEQLと,連続した

複数のEQLコマンドを一つの作業として登録するEQLプロシ

ジャがある｡
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ストアードEQLは,STOREコマンドで登録し,その実行

はSTARTコマンドで行なうことができ,登録や実行の操作

が簡単になっている(図川の⑯～⑪参照)｡

EQL70ロンジャは定形業務など,幾つかのコマンドで一連

の作業として保存したい場合に利用すると便利である｡EQL

プロシジャを構成するコマンド群は,INSERTコマンド又は

INPUTコマンドで登録し,RUNコマンドで実行する｡

(5)コマンドの修正

最新のコマンドの一部を変更したい場合,又は入力したコ

マンドにエラーがあった場合,必要な箇所をCHANGEコマン

ドで修正し,STARTコマンドで再実行することができる(区I

10の⑳～⑳参照)｡

エンドユーザーイ ンタフェースで使用できるコマンドを表

3に示す｡

同 データベース管理者の役割

RDIilを利用したデータベースシステムでも,集中化され

たデータ情報を維持,保全してゆくために,従来と同様に,

表3 エンドユーザーインタフェースのコマンド エンドユーザー

インタフェースは,j罵末までの操作性を向上させるコマンドを提供Lている｡

分 乗頁 コマンド 機 能

E Q L

セッション制御

EQL EQ+セッションの起動

EXIT EOLセッションの終了

デ
ー

タ 入 力

lNPUT 挿入データの入力開女台

SAVE 入力Lたデータのデータベースへの格納

BACKOUT 入力Lたデータの取消L

END lNPUTコマンドの終了

ストアードEQ+

STORE EO+コマンドの登毒責

ERASE 登毒景EO+コマンドの消印

RENAME 登韓EQしコマンドの名称変更

RECAJ+ 登金蔓EOLコマンドの呼び出L

+lST 登録EO+コマンドの表示

EQ+プロシジャ RUN EQ+プロシジャの実行

コ マ ンド保留 HOJD 入力したEOLコマンドの実行保留

コマンドの再実行 START
最新EQLコマンド,保留したEOLコマン

ド,又は登1録EOLコマンドの実行

コマンドの修正 CHANGE EQLコマンドの修正

SELECT TNAME

FROM SVSTEM.SYSCATALOG

O
TNAME

SYSCATAJOG

SYSCOJUMNS

SYSDBSPACES

図Ilディクショナリテーブルの利用 テーブルの管理情報を保持す

るディクショナリテーブルSYSCATAJOGを検索Lて,テーブル名の一覧表示

する｡
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データベース管王聖者は必要である｡

データベース管理者の役割として,以下のことがある｡

(1)データベース領域の確保,管理

(2)テーブルの設計,定義,作成及び保守

(3)ユーザーIDの登録,管理

(4)機密保護

(5)データの保全

従来のDBMSでは,共用度の高いデータから個人的なデー

タに至るすべてのデータに対して,上記の役割をデータベー

ス管理者が負担していた｡これに対してRDBlでは,EQLコ

マンドを使ってユーザー自身でテーブルを作成し,それに対

する他ユーザーのアクセス権限を設定できる機能を提供して

おり,個人的なデータ(テーブル)に関する管理,運用はユー

ザー自身で行なえるようになっている｡したがって,RDf主1

のデータベース管理者は,個人的なデータに関する管理,運

用をユーザー自身に任せることにより,データベース管理の

負担を軽i成することができる｡更にRDBlでは,データベー

スのデータに関する情報をシステムが作成した特別のテーブ

ルに保持し,データベースの最新の二状態を知ることができる

データディクショナリ機能を組み込んでいる｡このディクシ

ョナリテーブルは,ユーザーのテーブルと同様にEQLコマン

ドを使って検索することができる｡この機能を利用してデー

タベース管理者は,ユーザーが作成,管理しているテーブル

を含めデータベース全体の最新の状況を簡単に端末から知る

ことができ,データベース管理の負担を少なくできる｡図‖

に,ディクショナリテーブルを検索してデータベース中のテ

ーブル名の一覧を得る例を示す｡

l】 結 言

以上本論文では,RDBl開発の背景と製品の特長,データ

ベースの基本的な構成,EQL言語の特長と機能概要,エンド

ユーザーインタフェース及びデータベース管理者の役割につ

いて述べた｡

RDBlの開発により,従来の構造形データベースにない柔

軟性の高いリレーショナルデータベースシステムの構築が可

能となった｡RDBlは既にユーザーに出荷されており,RDBl

を使ったデータベースシステムの建設が行なわれている｡

今後の中･大形ホストコンピュータのデータベースシステ

ムを考えると,集中化されたデータを多種多様な形で利用す

るニーズと,ユーザー個別のデータをユーザーごとに利用す

るというニーズが混在してくると予想される｡このようなデ

ータベースシステム環境で,リレーショナルデータベースの

もつ柔軟性,即応性が更に重要になってゆく ものと考えられる｡

RDBlは,このような今後のデータベースシステム環境に対

応できる機能をもつ製品であF),今後とも拡張,改良を重ね

ていく考えである｡
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